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甲府城天守台からの甲府市街地

市議会
だより
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甲
府 物価高対策関連経費等の

補正予算案を可決！



いつまでも元気で長生きしたい
―健康寿命を延ばすために―

60 65 70 75 80 85 90（年）

甲府市議会では、皆様からの意見を議会内で研究し、政策提言に     つなげていくことを目的として、意見交換会を実施しています。

　介護や支援を必要とせず健康上問題なく生活できる期間のことです。厚生労働省から発表された令和元年にお
ける平均寿命と健康寿命の差は男性で8.73年、女性で12.06年（図参照）です。高齢期の8年間から12年間は何ら
かの介護・介助が必要となります。健康寿命を延ばして、この期間を短くすることが大切です。

　厚生労働省の健康政策「健康日本 21」は、「個人の健康は、家庭、学校、地域、職場等の社会環境の影響を受け
ることから、社会全体として、個人の健康を支え、守る環境づくりに努めていくことが重要」として、健康格差（地
域や社会経済状況の違いによる集団間の健康状態の差）の縮小を目指しています。

広聴広報委員　木内直子

　そのために運動・食事・睡眠が大切であることを、甲府市福祉保健部健康政策課主催の「健康リーダー養成講座」
（昨年度第 1 期開催・今年度第 2 期開催）で学びました。日頃から運動に取り組むこと、普段の生活の活動量を
増やすこと、歳を取っても必要なたんぱく質を摂ること、十分な休息（睡眠）をとることなど、生活を見直すこ
とで「いつまでもいきいき」を目指しましょう。

出展：第 16回健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料

男性

女性

81.41
72.68

87.45
75.38

平均寿命と健康寿命の差
平均寿命　　　　健康寿命

コラ
ム

「市民と議会の交流会」概要
日　時 7 月 22日（金）　午後6時 30分～
場　所 甲府市役所 4階　大会議室
テーマ SDGs と未来の甲府
 ～女性・若者の視点から～
参加者 ・日本女性会議2021in甲府の運営に
　　　　　携わった方々と若者世代（18人）
 ・甲府市議会議員（11人）

SDGｓ推進課の職員による SDGｓの説明の
後、テーマについて、意見交換を行いました。

※令和元年値

（注）女性の平均寿命 87.45 年と健康寿命 75.38 年の差は 12.07 年となりますが、厚生労働省の発表値は 12.06 年となっています。

を開催しました！

交流の機会
現在、世代を超えての考え
方の共有ができていないた
め、世代間のつながりをつ
くる機会があると良い。

子ども・教育
不登校の生徒のサポートを
市が主体となって進めてほしい。

ジェンダー平等
ジェンダーに関しては、日常生活で
も「男だから」「女だから」との思
い込みに触れる機会が多く、おかし
いと思ったら指摘した方が良い。

SDGs の啓発
様々なイベントを
活用して SDGs を
アピールすると良い。

郷土愛の醸成
郷土愛が大事。郷土愛があると山梨に帰ってきたり、
山梨に留まって仕事をしようという意識が高まる。

若者の就職
山梨に働ける場所、スキルを活かすチャンス
のある場所がもっと必要だと思う。
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小
規
模
公
園
愛
称
設
定

の
制
度
化

　

地
域
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
、

小
規
模
公
園
に
愛
称
を
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
一
層
愛
着
が
深

ま
り
、
持
続
可
能
な
公
園
に
な

る
と
考
え
ま
す
が
、
愛
称
設
定

の
制
度
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
住
民

の
皆
様
に
、
公
園
に
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自

治
意
識
の
高
揚
や
連
帯
感
を
醸

成
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
つ

な
げ
る
よ
う
、
公
園
の
特
徴
や

地
域
の
歴
史
・
文
化
等
を
踏
ま

え
、
愛
称
を
設
定
で
き
る
制
度

を
創
設
し

て
ま
い
り

ま
す
。

不
登
校
へ
の
対
策

　

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指
す
中
で
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
へ
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
自
ら

の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
学
習
支
援
は
も
と
よ
り
、

教
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
に
よ
る
保
護
者
へ
の
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
、
民
間
施

設
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
調

査
・
研
究
を
進
め
る
中
で
、
不

登
校
に
関
す
る
様
々
な
対
策
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
駅
周
辺

の
整
備
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

代表質問（分割）

山中　和男

質問
動画

９
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分　
　

割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一　
　

括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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市政に関する質問



こ
ど
も
家
庭
庁
と
甲
府
市

子
ど
も・子
育
て
支
援
計
画

　

甲
府
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
が
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁

創
設
の
理
念
に
対
応
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
子

育
て
家
庭
へ
の
調
査
に
よ
り
本

市
の
特
性
を
把
握
し
、
育
児
の

孤
立
化
に
対
す
る
支
援
の
取
組

や
、
子
育
ち
を
応
援
す
る
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
と
と
も

に
、
幼
稚
園
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

需
要
等
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
行
政
運
営
で
は
、
受

動
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け

ら
れ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
と
、

行
政
が
主
体
的
に
動
く
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
支
援
を
強
く
意
識
し
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
・

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
ど
も
基
本
法
と
甲
府
市

子
ど
も
未
来
応
援
条
例

　

二
つ
の
法
令
を
比
べ
る
と
、

本
市
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援

へ
の
先
進
的
な
取
組
が
読
み
取

れ
ま
す
が
、
推
進
体
制
で
あ
る

「
子
ど
も
応
援
会
議
」
と
権
利

支
援
体
制
で
あ
る
「
子
ど
も
の

権
利
擁
護
委
員
」
の
活
動
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
応
援
会
議
は
、
子
育

ち
を
応
援
す
る
団
体
の
連
携
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
３
回
開

催
し
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
は
、
講
演
会
等
に
よ
り
、
子

ど
も
の
権
利
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
、
健
や
か
に
成

長
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

市
営
納
骨
堂
・
合
葬
式

墓
地
の
設
置

　

お
墓
を
引
き
継
ぐ
人
が
い
な

い
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
経
済

的
な
負
担
も
少
な
く
て
済
む
公

営
の
納
骨
堂
・
合
葬
式
墓
地
を

望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

つ
つ
じ
が
崎
霊
園
内
に
は
、

納
骨
堂
・
合
葬
式
墓
地
を
設
置

す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、

現
時
点
で
は
、
設
置
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
核
家
族
化
の
進
行
等

に
よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変

化
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
、
墓
地
を
取
り
巻

く
環
境
の
動
向
を
注
視
す
る
中

で
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

線
虫
が
ん
検
査
へ
の
補
助

　

微
量
の
尿
で
が
ん
の
有
無
を

判
別
で
き
る
、
線
虫
を
利
用
し

た
が
ん
検
査
に
つ
い
て
補
助
を

求
め
る
声
が
あ
り
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
「
線
虫
に
よ
る
が
ん
検
査
」

は
、
が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的

と
し
、
手
軽
で
身
体
へ
の
負
担

も
か
か
ら
な
い
検
査
方
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
本

検
査
の
有
効
性
に
つ
い
て
明
確

な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
現
時
点
で
は

示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
や
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
形
成

へ
の
今
後
の
取
組
と
効
果
に

つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

代表質問（分割）

廣瀬　集一

公明党

代表質問（分割）

長沢　達也

質問
動画

質問
動画
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子
ど
も
・
子
育
て
政
策

　

樋
口
市
政
の
最
強
の
カ
ラ
ー

で
あ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
政

策
」
の
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
に
通
じ
る

多
機
能
施
設
の
整
備
等
や
、

「
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成

制
度
」
の
対
象
年
齢
の
拡
大
を

は
じ
め
と
す
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
等
、「
子
ど
も
・

子
育
て
政
策
」
の
両
輪
を
な
す

「
子
育
ち
応
援
」
と
「
子
育
て

支
援
」
と
の
各
施
策
を
進
化
・

充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

更
に
前
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
活
用

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
更
な

る
活
用
に
対
す
る
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
は

じ
め
、
甲
府
市
の
返
礼
品
を�

年
間
を
通
じ
て
楽
し
め
る
「
甲

府
市
ふ
る
さ
と
応
援
・
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
パ
ッ
ク
」
の
創
設
等

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
未
経

験
者
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
活
用

に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
と
地

場
産
業
等
の
更
な
る
振
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

・�

医
療
と
介
護
の
連
携
体
制
に

つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の 

迅
速
化

　

容
体
が
急
変
す
る
危
険
が
高

い
終
末
期
に
あ
る
方
が
、
申
請

時
か
ら
要
介
護
２
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

　

が
ん
末
期
等
の
方
に
は
、
暫

定
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
り
、
迅
速
な
対

応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
用
ベ
ッ
ド
」

等
福
祉
用
具
の
貸
与
で
は
、
急

速
な
状
態
悪
化
等
が
見
込
ま
れ

る
方
へ
の
例
外
給
付
を
認
め
る

な
ど
、
状
態
に
応
じ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化

　

小
中
学
校
両
方
で
の
実
施
が

県
内
で
11
市
町
村
に
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
甲
府
市
に
お
い

て
も
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求

め
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
経
済
的
な
支
援

が
必
要
な
世
帯
に
は
、
就
学
援

助
制
度
に
よ
る
学
校
給
食
費
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
の
負
担
軽
減
に
努
め
な
が

ら
、
現
行
制
度
を
維
持
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

国
葬
に
伴
う
弔
意
表
明
に
つ

い
て

・�

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

・�

米
軍
機
に
よ
る
空
中
給
油
に

つ
い
て

ＱＡＱ

Ａ

政友クラブ

代表質問（分割）

深沢　健吾

日本共産党

代表質問（分割）

清水　英知

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより215号 06

市政に関する質問



消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境

　

分
団
運
営
や
詰
所
建
替
え
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

分
団
運
営
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
活
動
に
伴
う
必
要
物
品

や
分
団
本
部
拠
点
施
設
等
の
維

持
管
理
経
費
と
し
て
「
分
団
運

営
費
」
の
補
助
、
活
動
服
や
活

動
用
資
機
材
等
の
購
入
、
公
務

災
害
補
償
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
が
管
理
す
る

施
設
の
建
替
え
等
に
対
し
、
消

防
団
消
防
施
設
整
備
費
補
助
金

に
よ
り
300
万
円
を
上
限
に
各
自

治
会
が
支
出
し
た
経
費
の
２
分

の
１
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
防
団
の
活
動
を

支
え
る
詰
所
の
安
全
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
十
分

に
機
能
で
き
る
よ
う
、
順
次
、

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

民
間
保
育
施
設
に
お
け
る

人
材
確
保

　

保
育
士
等
の
確
保
へ
の
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

近
年
、
民
間
保
育
施
設
に
お

け
る
人
員
不
足
は
、
大
き
な
課

題
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
、
山
梨
県
の
「
や
ま
な
し

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
等
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
保
育
施
設
が
自
園

の
理
念
や
活
動
内
容
、
特
色
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
づ

く
り
や
情
報
発
信
手
法
、
ま
た
、

潜
在
保
育
士
や
保
育
士
を
目
指

す
学
生
と
各
施
設
を
結
び
付
け

る
場
の
創
出
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

デ
ジ
タ
ル
Ｉア
イ
デ
ィ
ーＤの
導
入
に
つ

い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

防
災
意
識
の
向
上
に
役
立

つ
災
害
ハ
ザ
ー
ド
情
報
の

３
Ｄ
可
視
化

　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
情
報
の
３
Ｄ

可
視
化
は
、
防
災
意
識
の
啓
発

や
災
害
計
画
の
高
度
化
等
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

国
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ラ
ト
ー
」
は
、

２
次
元
の
図
形
情
報
か
ら
３
次

元
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

現
実
の
都
市
を
仮
想
空
間
に
再

現
す
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
整
備
し
、

都
市
活
動
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
今
後
の
道
路

整
備
に
お
い
て
街
並
み
の
３
Ｄ

に
よ
る
可
視
化
な
ど
都
市
計
画

の
立
案
に
お
け
る
高
度
化
や
、

人
の
流
れ
な
ど
に
よ
る
都
市
活

動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
分

析
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
将
来
的
に
様
々
な
次
世
代

事
業
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
と
連
携
し
、

今
年
度
中
に
本
市
の
３
Ｄ
都
市

モ
デ
ル
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
よ
り
一
層
の
推
進

を
目
指
し
、
防
災
意
識
の
啓
発

や
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

る
よ
う
、
地
域
住
民
へ
の
研
修

会
や
市
内
の
公
立
小
中
学
校
で

の
「
子
ど
も
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
教

育
こ
う
ふ
」
等
で
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

悠
遊
館
等
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
整
備
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

創政こうふ

一般質問（分割）

小沢　宏至

創政こうふ

一般質問（分割）

天野　　一

質問
動画

質問
動画

07 甲府市議会だより215号

市政に関する質問



物
価
高
騰
へ
の
支
援
策

　

原
油
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
市
民
や
事
業
者
に
対
し

て
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
般
の
物
価
高
騰
は
、
市
民

の
皆
様
の
暮
ら
し
や
、
事
業
者

の
皆
様
の
事
業
活
動
に
対
し
て

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
高
い

危
機
感
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
化
が
見
込
ま
れ

る
物
価
高
騰
へ
の
対
応
を
図
る

た
め
、
国
の
追
加
策
も
踏
ま
え
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
財

源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
中
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
不
安

を
緩
和
し
、
安
心
に
つ
な
が
る

よ
う
、
更
な
る
効
果
的
な
支
援

策
の
早
急
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

地
場
産
業
に
特
化
し
た 

組
織
体
制

　

本
市
の
地
場
産
業
品
に
特
化

し
た
「（
仮
称
）
ジ
ュ
エ
リ
ー

課
」
等
の
組
織
の
設
置
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
商
工
課
に
産
業

育
成
係
を
設
置
し
、
商
工
業
の

活
性
化
策
の
推
進
に
向
け
て
、

地
場
産
業
・
伝
統
産
業
を
支
援

し
、
産
業
基
盤
の
確
立
と
販
路

拡
大
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
課
の
新
設
に
よ

り
、
地
場
産
品
の
認
知
度
向
上

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
う
し
た
現
状
の
組
織
体
制
の

更
な
る
充
実
に
努
め
る
中
で
、

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
の
推

進　

他

ＱＡ

ＱＡ

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

　

ひ
と
り
親
に
寄
り
添
っ
た
就

業
支
援
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

民
間
の
専
門
的
ス
キ
ル
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
手
法
等
、

更
な
る
自
立
支
援
の
充
実
に
向

け
、
国
や
他
都
市
の
状
況
等
を

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見
と
そ

の
家
族
へ
の
支
援

　

認
知
症
の
早
期
発
見
サ
イ
ト

及
び
地
域
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
等
と
認
知
症
の
方
を
つ
な

げ
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
導
入

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
相
談
の
際
、
必
要

に
応
じ
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、「
も
の
忘
れ
相
談
医
」

等
へ
の
受
診
に
つ
な
げ
、
認
知

症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
と
協
議
・

連
携
を
図
り
、
設
置
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
へ
の
冷
水
給
水
機

の
設
置

　

登
下
校
時
の
児
童
の
荷
物
の

負
担
軽
減
と
感
染
症
予
防
の
た

め
に
、
非
接
触
型
冷
水
給
水
機

を
小
学
校
に
設
置
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

登
下
校
時
の
児
童
の
負
担
軽

減
や
熱
中
症
予
防
等
へ
の
効
果

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、引
き

続
き
他
都
市
の
導
入
状
況
等
を

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

創政こうふ

一般質問（分割）

望月　大輔

公明党

一般質問（分割）

植田　年美

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより215号 08

市政に関する質問



こ
う
ふ
開
府

500
年
記
念

事
業
と
今
後
の
取
組

　

こ
う
ふ
開
府
500
年
記
念
事
業

へ
の
市
長
の
所
感
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

６
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
た

300
を
超
え
る
事
業
は
、
携
わ
っ

た
皆
様
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
市
を
県

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
の
醸
成
に
大
き
く
つ
な

が
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
私
の

地
域
・
歴
史
探
訪
」
等
を
「
レ

ガ
シ
ー
事
業
」
と
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
12
月
に
は
「
こ

う
ふ
開
府
の
日
」
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
更
な
る

郷
土
愛
の
浸
透
に
向
け
た
取
組

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
健
康
都
市
宣
言
」
後
の

取
組

　
「
健
康
都
市
宣
言
」
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と
今

後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
を
守
る
意
識
の

醸
成
や
地
域
住
民
の
行
動
変
容

を
促
す
人
材
の
育
成
、
地
域
や

企
業
の
健
康
づ
く
り
の
活
性
化

等
、
市
民
の
健
康
を
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
令
和
３

年
度
よ
り
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
取
組
の
参
加
者

か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
る
中

で
、
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
壮
年
期
層
の
参
加
促
進

や
民
間
活
力
の
活
用
等
に
よ
る

事
業
の
更
な
る
深
化
を
図
り
、

「
元
気
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
こ
う
ふ
」
の

実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
の 

開
催
場
所

　

中
心
街
の
活
性
化
等
、
将
来

を
見
据
え
「
甲
府
大
好
き
ま
つ

り
」
を
再
び
中
心
街
で
開
催
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

本
年
に
つ
い
て
も
、
11
月
５

日
土
曜
日
に
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
を
会
場
と
し
て
開
催
予
定

で
あ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
祭
り

と
な
る
よ
う
、
鋭
意
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
後
に
は
、
来
場

者
や
参
加
者
の
ご
意
見
等
を
基

に
、
多
角
的
な
検
証
を
行
い
、

来
年
以
降
の
甲
府
大
好
き
ま
つ

り
も
、
よ
り
良
い
祭
り
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

湯
村
山
の
烽の
ろ
し火
台

　

湯
村
山
の
烽
火
台
と
周
辺
整

備
及
び
湯
村
温
泉
へ
の
遊
歩
道

の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

烽
火
台
の
整
備
を
契
機
と
し

た
周
辺
の
整
備
は
、
烽
火
台
設

置
場
所
や
そ
の
周
辺
が
主
に
県

有
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
山
梨
県
と
協
議

を
行
う
中
で
、
環
境
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
歩
道
は
、
現
状
の

ル
ー
ト
の
特
性
を
活
か
す
中
で
、

案
内
表
示
の
設
置
等
、
安
全
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

池谷　陸雄

こうふ未来

一般質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

質問
動画

09 甲府市議会だより215号

市政に関する質問



中
心
市
街
地
活
性
化
と 

小
江
戸
甲
府
城
下
町
整
備

　

小
江
戸
甲
府
城
下
町
整
備
プ

ラ
ン
を
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
結
び
付
け
る
取
組
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

小
江
戸
甲
府
城
下
町
の
整
備

に
加
え
、
遊
亀
公
園
附
属
動
物

園
等
の
整
備
を
進
め
る
中
、
民

間
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
等
へ
の
支
援
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
で
の
賑
わ
い
の
創
出
や

滞
留
性
・
回
遊
性
・
連
続
性
の

向
上
を
図
り
、
観
光
客
や
市
民

の
皆
様
方
を
呼
び
込
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

甲
府
城
東
側
エ
リ
ア
の
観

光
資
源
の
活
用

　

小
江
戸
甲
府
城
下
町
整
備
と

甲
府
城
東
側
エ
リ
ア
の
観
光
資

源
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

甲
府
城
周
辺
地
域
に
整
備
す

る
歴
史
文
化
交
流
施
設
等
と
甲

府
城
東
側
エ
リ
ア
を
含
む
周
辺

地
域
の
観
光
資
源
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
誘
客
を
促
進
し
、
ま

ち
の
賑
わ
い
の
創
出
と
観
光
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
治
会
へ
の
女
性
の
参
画

　

女
性
の
自
治
会
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
画
は
、
大
き
な
意
義

の
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
内
の
自
治
会
や
各
種
地
区

組
織
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性

に
つ
い
て
、
様
々
な
情
報
媒
体

を
通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、

地
域
で
輝
く
女
性
の
始
め
の
一

歩
を
後
押
し
し
、
男
女
が
共
に

活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱ

ＡＱＡ

中
小
零
細
経
営
者
へ
の
支

援
措
置

　

中
小
零
細
経
営
者
へ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
公
的
融
資
期
間
猶

予
の
継
続
及
び
法
人
市
民
税
の

通
常
よ
り
も
高
い
制
限
税
率
の

廃
止
ま
た
は
不
均
一
課
税
の
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
甲
府
市
中
小
企
業
振
興
融

資
」
の
利
用
者
へ
、
融
資
条
件

変
更
の
特
例
措
置
等
を
活
用
し

た
償
還
猶
予
等
を
継
続
し
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
借
換
融
資
」
の
継
続
実
施

等
を
山
梨
県
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
法
人
市
民
税

に
お
け
る
法
人
税
割
の
税
率
は
、

本
市
財
政
計
画
等
を
勘
案
し
、

制
限
税
率
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
公
平
適
正
な
課
税

を
行
い
、
安
定
的
な
財
源
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

有
価
物
回
収
に
係
る
自
治

会
へ
の
報
奨
金

　

金
属
類
の
価
格
が
高
騰
す
る

中
、
有
価
物
回
収
に
係
る
自
治

会
へ
の
報
奨
金
と
買
い
上
げ
単

価
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

有
価
物
回
収
に
係
わ
る
自
治

会
等
の
収
入
は
、
市
の
報
奨
金

と
有
価
物
収
集
事
業
者
へ
の
売

払
金
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
際
情
勢
等
の
変
化

に
伴
い
、
金
物
類
等
の
市
場
価

格
が
大
き
く
変
動
し
、
自
治
会

等
か
ら
の
買
い
上
げ
単
価
と
市

場
価
格
に
乖
離
が
あ
る
た
め
、

単
価
の
見
直
し
を
協
議
中
で
す
。

　

今
後
も
、
自
治
会
等
の
有
価

物
回
収
が
維
持
で
き
る
よ
う
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

末木　咲子

社会民主党

一般質問（分割）

山田　　厚

質問
動画

質問
動画
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物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
世
帯
等
へ
の

支
援
等

令
和
４
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
〈
民
生
文
教
委
員
会　

付
託
〉

　
〈
経
済
建
設
委
員
会　

付
託
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け

て
い
る
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）・
子
育
て
世
帯
・
高

齢
者
に
対
す
る
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
、
物
価
高
騰
等
に

よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
事
業
応
援
金
プ
ラ
ス
を
受
給
し
た
事
業
者

に
対
す
る
応
援
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
経
済
建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
事
業
者
を
対

象
と
し
た
応
援
金
の
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
回
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
の
状
況
を
把

握
す
る
中
、
新
た
な
支
援
策
等
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
当
局
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

証
明
書
等
発
行
窓
口
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入

令
和
４
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
〈
総
務
委
員
会　

付
託
〉

　
〈
民
生
文
教
委
員
会　

付
託
〉

証
明
書
等
の
発
行
手
数
料
を
取
り
扱
う
窓
口
へ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
及
び
自
動
釣
銭
機
付
き
レ
ジ
を
導
入
し
、
接
触
機
会
の
低
減

に
よ
り
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
多
様
な

決
済
手
段
を
可
能
に
す
る
た
め
の
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
当
局
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

公
衆
浴
場
の
基
準
に
係
る
条
例
の
改
正

　
　
　
　

甲
府
市
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
を�
�

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
〈
民
生
文
教
委
員
会　

付
託
〉

国
の
「
公
衆
浴
場
に
お
け
る
衛
生
等
管
理
要
領
」
に
お
い
て
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
対
策
に
係
る
最
新
の
知
見
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
や
男
女
混
浴
の

制
限
年
齢
の
目
安
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
を
発
生
さ
せ
な
い
仕
組
み
を
構
造
設
備
の
基
準
に
加
え
る
と
と
も

に
、
男
女
混
浴
の
制
限
年
齢
を
「
10
歳
以
上
」
か
ら
「
７
歳
以
上
」
に

引
き
下
げ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
昇
仙
峡
」夢
の
松
島
及
び
要
害
山
登
山
道
入

口
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
、
市
道
昇
仙
峡

線
に
係
る
落
石
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置

令
和
４
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
〈
経
済
建
設
委
員
会　

付
託
〉

落
石
に
よ
り
ト
イ
レ
が
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
る
「
昇
仙
峡
」
夢

の
松
島
と
と
も
に
、
要
害
山
の
登
山
道
入
口
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
た
め
の
経
費
、
落
石
に
よ
り
付
近
を
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い

る
市
道
昇
仙
峡
線
の
迂
回
路
通
行
開
始
に
伴
い
、
観
光
客
等
の
安
全

性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
落
石
監
視
シ
ス
テ
ム
等
を
設
置
す
る
た
め

の
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て
は
、
落
石
箇
所
の
早
期
復
旧

を
目
指
す
と
と
も
に
、
落
石
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
元
住

民
等
の
理
解
を
得
る
中
で
進
め
て
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　議案は、総務・民生文教・経済建設・環境水道の各常任
委員会に付託され、専門的な審査を受けた上で、本会議に
おいて審議されます。
　なお、全議案の審議結果は、14ページに掲載しています。

議案審査・審議 常
任
委
員
会

号第
議 案
72

号第
議 案
65

号第
議 案
88

号第
議 案
65
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令和 3 年度

決算審査
特別委員会
審査の 概 要
決算に関する議案は、決算審査特別

委員会に付託され、専門的な審査が

行われます。

会議録は、11月末頃から甲府市議会
ホームページでご確認いただけます。

決
算
審
査

◇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

神
山
玄
太

　

副
委
員
長　

天
野　

一

　

委　
　

員　

原
田
洋
二　

鈴
木　

篤

　
　
　
　
　
　

坂
本
信
康　

鮫
田
光
一

　
　
　
　
　
　

金
丸
三
郎　

岡　

政
𠮷

　
　
　
　
　
　

寺
田
義
彦　

兵
道
顕
司

　
　
　
　
　
　

堀
と
め
ほ　

藤
原
伸
一
郎

　
　
　
　
　
　

木
内
直
子　

山
田
弘
之

「
子
ど
も
輝
く
ま
ち
」の
取
組

「
子
ど
も
輝
く
ま
ち
」
の
取
組
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
は

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
成
長
を
応
援
す
る
「
甲
府
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
子
育
ち

応
援
の
中
心
的
な
３
つ
の
取
組
を
実
働
さ
せ
た
年
で
あ
り
、「
運
動
遊
び
」
で
は
、

お
し
ろ
ら
ん
ど
の
開
設
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
環
境

を
整
備
し
、「
子
ど
も
応
援
団
体
等
と
の
連
携
」
で
は
、
新
設
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
子
ど
も
応
援
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
団
体
相
互

の
交
流
が
深
ま
り
、
新
た
な
活
動
を
生
む
な
ど
、
子
ど
も
応
援
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
」
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
を
中
心
に
充
実
度
を
高
め
、
初
の
試
み
で
あ
る
子
ど
も
の
権
利
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
な
ど
の
子
育
ち
を
応
援
す
る
取
組
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
お
い
て

も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
給
付
金
等
に
よ
る
家
計
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
な
ど
の
各
種
検
査
費
用
の
負
担
緩
和
を
は
じ
め
、
他

覚
的
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
に
よ
る
幼
児
の
視
力
異
常
の
早
期
発
見
・
治
療
へ

の
取
組
、
不
安
を
抱
え
る
多
胎
妊
産
婦
へ
ふ
た
ご
手
帖
を
配
布
し
て
精
神
的
負

担
を
和
ら
げ
る
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
多
方
面
か
ら
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
に
お
け
る
追
加
交
付
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
交
付
分
を
使
い
切
っ
た
方
か
ら
新

た
に
追
加
交
付
の
申
請
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
363
人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
追

加
交
付
し
た
３
，７
３
０
枚
中
80
％
以
上
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
効
果
的
な

支
援
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP1

PICK
UP2

甲府市議会だより215号 12



こ
れ
に
対
し
、
障
が
い
者
の
移
動
支
援
に
有
効
な
本
事
業
を
よ
り
拡
充
し
て

い
く
た
め
、
引
き
続
き
山
梨
県
に
助
成
対
象
基
準
額
の
改
定
を
強
く
要
請
し
て

い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

雇
用
促
進
の
取
組

雇
用
促
進
の
取
組
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
甲
府
で
の

相
談
業
務
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
甲
府
市
就
職
応
援
合
同
企
業
説
明
会
や

地
元
企
業
紹
介
事
業
等
に
加
え
、
新
た
に
甲
府
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
助

成
金
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
元
企
業
と
学
生
等
と
の
更
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ

機
会
の
創
出
に
努
め
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP3

・・�

業
務
内
容
や
業
務
量
の
見
直
し
に
よ
る
職
員
の
適
正
配
置
や
労
働
生

産
性
を
高
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
積
極
的
な
導
入
、可
能
な
限
り
の

職
員
の
採
用
な
ど
に
よ
り
、職
員
の
労
働
環
境
を
見
直
す
こ
と
で
超

過
勤
務
時
間
の
削
減
を
果
た
し
、職
員
の
働
き
方
を
改
善
す
る
こ
と
。

《
民
生
費
》

・・�

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
実
施
に
係
る
国
庫
負
担
金

減
額
調
整
措
置
の
改
善
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
様
々
な
手
段
を
通

じ
て
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

《
衛
生
費
》

・・�

動
物
愛
護
の
取
組
に
関
し
て
、
体
制
の
強
化
や
施
設
整
備
を
行
い
、

殺
処
分
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と
。

・・�

ご
み
の
減
量
化
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
の
更
な
る
拡
充
を
図
り
、
環
境
に
対
す
る
課
題
解
決
に
向
け
て

市
民
等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

《
消
防
費
》

・・�

防
災
リ
ー
ダ
ー
が
、
よ
り
期
待
さ
れ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
地
域
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
地
域
で
の
活
躍

の
場
を
創
出
す
る
こ
と
。

《
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
》

・・�

交
通
災
害
共
済
は
、
安
価
な
負
担
で
加
入
で
き
、
市
民
生
活
の
安

心
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
加
入
者
が
減
り
続
け
る
と
制
度
の
維
持

が
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
制
度
の
周
知
や
加
入
方

法
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
。

《
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
》

・・�
昨
今
の
低
金
利
下
に
お
け
る
状
況
に
鑑
み
、
引
き
続
き
山
梨
県
に

対
し
て
相
場
に
見
合
っ
た
利
率
の
見
直
し
、
利
子
の
減
免
及
び
繰

上
償
還
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

　

委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
来
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
求
め
る
べ
き

も
の
等
と
し
て
集
約
し
た
委
員
会
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
総
務
費
》

・・�

誰
も
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
で
活
躍
す
る
人
や
そ
の
活
動
を

評
価
、
応
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
治
会
活
動
へ
の
住
民
理
解

を
広
め
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
し
、
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

組
織
で
あ
る
自
治
会
が
そ
の
活
動
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

・・�

庁
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、紙
媒
体
に
頼
ら
な

い
事
務
執
行
を
目
指
し
、よ
り
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
。
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令和4年9月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　友

クラブ
創　政
こうふ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

社　会
民主党 無所属

補
正
予
算

議案第64号 専決処分について（令和4年度甲府市一般会計補正予
算（第5号）） 9月15日 承認 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第65号 令和4年度甲府市一般会計補正予算（第6号） 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇
議案第66号 令和4年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第88号 令和4年度甲府市一般会計補正予算（第7号） 9月29日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
一
部
改
正

議案第67号 甲府市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について 9月15日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第68号 甲府市職員の定年等に関する条例等の一部を改正す
る等の条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第69号 甲府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第70号 甲府市立保育所設置及び管理条例の一部を改正する
条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第71号 甲府市旅館業法施行条例の一部を改正する条例制定
について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第72号 甲府市公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例制
定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第73号 甲府市学校職員給与条例等の一部を改正する条例制
定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第74号 甲府市手数料条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第75号 企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第85号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一
部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

令
和
3
年
度
決
算

議案第79号 令和3年度甲府市各会計別決算の認定について 9月29日 認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇

議案第80号 令和3年度甲府市地方卸売市場事業会計剰余金の処
分及び決算の認定について 〃 可決及

び認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第81号 令和3年度甲府市病院事業会計決算の認定について 〃 認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第82号 令和3年度甲府市下水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 〃 可決及

び認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第83号 令和3年度甲府市水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× △△ 〇〇

議案第84号 令和3年度甲府市簡易水道等事業会計決算の認定に
ついて 〃 認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第76号
〜78号 工事請負契約の締結について 9月15日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第86号 市政功労表彰の決定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第87号 公平委員会委員の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第1号
〜第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃

諮問の
とおり
決定

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第 7 号
加配定数の振替によらない小学校35人学級の実施、中
学校での35人学級の実施、教職員定数改善及び義務教
育費国庫負担制度拡充を求める意見書提出について

9月15日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 8 号
自治体が行う医療費の助成に対する国民健康保険国庫
負担の減額調整（ペナルティ）の廃止を求める意見書提
出について

9月29日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

※政友クラブの長沼達彦議員は、一身上の都合により9月29日欠席� ○○賛成　××反対　△△棄権

政友クラブ　◎池谷陸雄　荻原隆宏　原田洋二　鈴木　篤
　　　　　　　坂本信康　長沼達彦　小澤　浩　末木咲子
　　　　　　　深沢健吾　鮫田光一
創政こうふ　◎清水　仁　金丸三郎　輿石　修　岡　政𠮷
　　　　　　　山中和男　天野　一　小沢宏至　望月大輔
　　　　　　　寺田義彦

公　明　党　◎兵道顕司　植田年美　中村明彦　長沢達也
　　　　　　　堀とめほ
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　川崎　靖
日本共産党　◎清水英知　木内直子
社会民主党　　山田　厚
無　所　属　　山田弘之 
 ◎は会派代表者

甲府市議会会派等

◎市政功労表彰の決定
　本市の発展に尽力され功績が顕著であることから、次の方々を�
市政功労表彰者として決定する議案が提出され、全員異議なく可決
されました。�
　藤澤惠子（地域福祉の発展と向上）
　雨宮登美子（母子保健の充実）

◎人事案件については、次のとおり同意、諮問のとおり
　決定されました。
　◆公平委員会委員の選任について
　　依田道德
　◆人権擁護委員候補者の推薦について
　　長山勝典　平賀数人　河野悦子
� （敬称略）
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令和4年9月定例会 請願審査結果

請願または議員自らの提案に基づき、
議会の意思を決定し提出します。市民の声を反映して意

見
書

番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　

願

第 4 －11号 安倍元首相の国葬の停止を求める請願 総　　務 不 採 択

第 4 －14号 加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、教職員定
数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願 民生文教 採　　択

第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃
第 3 － 1 号「75歳以上の医療費窓口負担2割化撤回を求める意見書」提出に関する請願 民生文教 〃
第 3 － 2 号 75歳以上患者負担2割化の徹底審議を求める請願 〃 〃
第 3 － 3 号 コロナ感染症から医療－公衆衛生体制の強化を求める請願 〃 〃
第 3 － 4 号 少人数教育の早期推進に関する請願 〃 〃
第 3 － 5 号 GIGAスクール構想に対応する子どもの健康管理などの請願 〃 〃
第 3 － 6 号 沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を辺野古新基地などの埋立てに使用しないことを求める請願 総　務 〃
第 3 － 7 号 安易な「病床削減」「医療従事者長時間労働」ではなく地域・医療職場の自主性を求める請願 民生文教 〃
第 3 － 8 号 トリチウムなどの放射性核種を含むALPS処理水の海洋放出方針決定の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 3 － 9 号「盛り土」規制などの法整備と流域治水の事前防災について請願 総　　務 〃
第 3 －11号 コロナ陽性者の「自宅療養」をやめ臨時病院の病床増で入院治療を求める請願 民生文教 〃
第 3 －12号 学校などのクラスター防止と検査の充実を求める請願 〃 〃
第 3 －13号 介護保険の保険料・利用料の過重負担を招かない対策を求める請願 〃 〃

第 4 － 2 号 新型コロナワクチン未接種者及び新型コロナ感染対策における差別・偏見・強制を防ぐ条例等の
制定または対策に関する請願 〃 〃

第 4 － 3 号 子どもへの新型コロナワクチン接種における慎重な接種を求める請願 〃 〃

第 4 － 4 号「5－11歳の新型コロナワクチン接種の有効性・安全性が確立するまでの停止を求める意見書」の提出を求める請願 〃 〃

第 4 － 6 号 エッセンシャルワーカーの抜本的な処遇改善を求める請願 〃 〃
第 4 － 7 号 国是である非核三原則の堅持を求める請願 総　　務 〃
第 4 － 8 号 物価高騰に伴う悪徳商法や便乗値上げを許さぬ対応を 〃 〃
第 4 － 9 号 最低賃金の抜本的な引上げを求める請願 経済建設 〃
第 4 －10号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 〃 〃
第 4 －12号 消費税のインボイス導入の実施中止を求める請願 総　　務 〃
第 4 －13号 「すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書」の採択を求める請願 民生文教 〃
第 4 －15号 新型コロナ感染症の公的責任を強める請願 〃 〃
第 4 －16号 労働・公務災害補償認定への努力義務の周知と認定充実を求める請願 経済建設 〃
第 4 －17号 原発新増設などの基本方針転換の撤回を求める請願 環境水道 〃

加配定数の振替によらない小学校35人学級の実
施、中学校での35人学級の実施、教職員定数改善
及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教
育を受けられることが憲法上の要請であり、国の施策と
して定数改善に向けた財源の保障が必要であることから、
次の事項について適切な措置を講ずるよう強く要望する。

1　�小学校での 35人学級実施に当たっては、加配定数
の振替ではなく、教職員定数の実質的な増員で行
うとともに、中学校での 35人学級を実施すること。

2　�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するた
め、加配教員の増員など教職員定数改善を推進す
ること。

3　�教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義
務教育費国庫負担制度の堅持とともに国庫負担割
合を 2分の 1に復元すること。

4　�教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含
む国における教育予算を拡充すること。

提出先
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣
財務大臣　文部科学大臣

自治体が行う医療費の助成に対する国民健康保険国
庫負担の減額調整（ペナルティ）の廃止を求める意見書

国は「常にこどもの最善の利益を第一に考える」としな
がらも、医療費の医療機関窓ロ無料化（現物給付）の実施
は、安易な受診の助長につながるとの理由から、子どもの
成長を支援するための現物給付を実施している自治体に対
し、ペナルティとして、国民健康保険の国庫負担金の減額
措置を講じている。
こども家庭庁が創設される中、小児医療費助成制度は子

どもを分け隔てることなく国の責任において全国一律の制
度として構築すべきであるが、本市議会としては、「こど
もを誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押し」
していくことは、国、地方を問わず取り組まなければなら
ない大きな課題であることから、その基礎条件となる子ど
ものすこやかな成長と子育て家庭の経済的負担の軽減を図
る医療費助成について、国は地方と一体となって拡充・強
化を図っていく必要があるものと考えることから、国に対
し、自治体が行う医療費助成における医療機関窓ロ無料化
（現物給付）に対する国民健康保険国庫負担の減額調整（ペ
ナルティ）を廃止するよう強く要請する。

提出先
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣
子ども政策担当大臣　内閣府特命担当大臣（少子化対策）
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：山中和男　副委員長：深沢健吾
委　員：鈴木　篤　末木咲子　鮫田光一　小沢宏至　寺田義彦　植田年美　堀とめほ　藤原伸一郎　川崎　靖　木内直子

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 3開庁日前までに
ご提出をお願いします。

※令和 4年 12月定例会審査分の提出期限：11月 28日（月）まで

議会日誌

12月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
11/28 29 30 12/1 2 3 4

本会議
（開会）

休会

5 6 7 8 9 10 11
休会 本会議

（市政一般質問）
常任委員会

12 13 14 15 16 17 18
常任委員会 休会 本会議

（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
7月以降、新型コロナウイルスの感染者数が、連日、過去最多を更新する中で、予定されていた行事などが
行われず、「小江戸甲府の夏まつり」を楽しみにしていた皆様には大変残念な結果となってしまいました。今回
の市議会だよりでは、2回の「市民と議会の交流会」の様子を掲載する予定でいましたが、新型コロナウイル
スの影響で 1回しか開催できず、それに伴い編集もなかなか大変でした。これから感染症の流行しやすい冬を
迎えますが、しっかり感染対策をして健康に気を付けていただきたいと思います。
� 広聴広報委員　川崎　靖

7月 7日（木）� 正副委員長会議
7月12日（火）� 広聴広報委員会（広聴部会）
7月21日（木）� 議会制度調査研究会
7月22日（金）� �市民と議会の交流会（日本女性会議

2021in甲府の運営に携わった方々と
若者世代）

7月25日（月）� 総務委員会、経済建設委員会
7月26日（火）� 環境水道委員会、民生文教委員会
8月 5日（金）� �議会運営委員会、広聴広報委員会（広

報部会）
8月22日（月）� �環境水道委員会視察、経済建設委員会

視察
8月23日（火）� 総務委員会
8月24日（水）� 民生文教委員会、経済建設委員会視察
8月25日（木）� 広聴広報委員会（広聴部会）
8月26日（金）� 正副委員長研修会
8月30日（火）� 議会運営委員会、会派代表者会議
9月 2日（金）� �新型コロナウイルス感染症対策特別

委員会、議会運営委員会、9月定例会
開会、本会議（提案理由の説明、各常
任委員会付託）、総務・民生文教・経済
建設・環境水道委員会、広聴広報委員

会、広聴広報委員会（広報部会）
9月 7日（水）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
9月 8日（木）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
9月 9日（金）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び市

政一般質問、各常任委員会付託、決算
審査特別委員会設置）、決算審査特別
委員会

9月12日（月）� 常任委員会（総務・民生文教）
9月13日（火）� 常任委員会（経済建設・環境水道）
9月15日（木）� �議会運営委員会、本会議（各常任委員

長報告、討論、採決）、広聴広報委員会
9月16日（金）� 決算審査特別委員会
　　 〜 � （土・日・祝日を除く）
9月27日（火）�
9 月29日（木）� �議会制度調査研究会、議会運営委員会、

本会議（決算審査特別委員長報告、討
論、採決、提案理由の説明、各常任委
員会付託）、民生文教・経済建設委員会、
本会議（各常任委員長報告、採決）、9
月定例会閉会

10月 3日（月）� 広聴広報委員会
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